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概  要 

 

石炭火力発電所の増設にともない、石炭灰の発生量は年々増加しており、こ

こ数年は年間1000万トンを超えている。この石炭灰は有効利用が切望されて

いるが、その利用実績は、わずか3.5％(2006年度実績)に留まっている。そ

こで、フライアッシュを微粉砕し添加剤を適量添加することで、普通ポルトラ

ンドセメントと同等の圧縮強さを安定的に得る活性度の改善手法を提案した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

・常温養生という最も普及した養生条件下で、良好な強度発現を呈するフライ

アッシュの活性度の改善手法を得ている。 

・活性度を改善するため、フライアッシュを微粉砕し添加剤を適量添加するこ

とで、普通ポルトランドセメントと同等の圧縮強さを安定的に呈する。 

本技術の 

有用性 

・提案した活性度の改善手法は、常温養生で適用できる。 

・最も生産量が多い、生コンクリートへの応用が可能である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

適用可能製品 
・コンクリート用混和材として容易に使用できる。とくに生産量が多い、生コ

ンクリートへの応用が可能である。 
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